
氏名 土屋 進一

学位

修士（英文学）：法政大学

年月日

2024年4月～

2024年4月～

2024年4月～

2024年4月～

　

2021年10月21日

2021年～2024年

2019年8月

2019年12月

2020年9月

2021年4月

前期は、ソーシャルビジネス（デジタルアート）
およびブライダルプロデュースへの参加に向け、
PBL型のアクティブラーニングを実践。後期は、東
京国際映画祭にインターンとして参加する学生
が、映画制作の現場で実践的なスキルを磨き、国
際的な文化交流の場で視野を広げるとともに、業
界のプロフェッショナルとの直接交流を通じて理
論と実践を融合させた学びを得ることを目指して
いる。また、地域創生イベント（サヤマdeシネ
マ）、本学園の中高大・狭山市との連携のハロ
ウィーンイベントを企画・運営する学生は、地域
の方々との交流や地域支援に直接携わることで、
教室外でのサービスにおける本物の学びの獲得を
目指している。

産業能率大学ホームページ「学びの輪（アクティ
ブ・ラーナーをつなぐ）第53回」掲載

Find!アクティブラーナーより取材

学研プラスより取材

(4)論理・表現Ⅰ（高等学校） 系列校の西武学園文理高等学校において2024年に
新たに開設された総合クラスの英語カリキュラム
開発を担当。実際に授業も担当し、PBLや探究型学
習を通して、認知能力のみならず、問題発見力・
解決力やコミュニケーション力、想像力やチーム
ワーク力など、現代社会において必要不可欠とな
る非認知能力を育んでいる。

５　その他（取材・インタビュー）

４　実務の経験を有する者についての特記事項

学事出版『月刊高校教育』アクティブティー
チャーの挑戦　第１回取材記事が掲載

教育研究業績

2024年 5月 1日

２　作成した教科書，教材

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

研究分野

西武学園文理中学高等学校MVP教員受賞

第二言語習得論(SLA)、英語教育学、CLIL

鳥取県「新しい学びの創造事業～『主体的・対話
的で深い学び』教員スキルアップ事業」において
指導助言者および示範授業の授業者として４年連
続で鳥取県立米子西高等学校に招聘される。

(1)英語基礎・初級英会話・英語Ⅰ・英語Ⅱ アクティブラーニングを通して、英語学習に必要
な4技能5領域（「読む」「聞く」「話す」「書
く」「発表する」）の基礎的運用能力を総合的に
習得できるよう指導を行っている。特に，発展課
題においては、瞬間スピーキングを取り入れ、学
生一人一人に表現や発音などの指導を個別に行
い、学習者エンゲージメントを高め、学生の英語
スピーキング能力の向上に努めている。

研究のキーワード

SLA、CLIL、教科横断型授業、学習者エンゲージメント、非認知能力

(2)サービス・ラーニング（メディアイベント）

(3)サービス・ラーニング（スポーツマネージメ
ント）

地元の野球独立リーグ球団と協力し、スポーツビ
ジネスのマネジメント課題に取り組んでいる。実
際に公式戦の運営に携わることで、学生たちは実
践的なスポーツビジネスのノウハウを獲得する機
会を得る。公式戦の運営に携わることで、球場の
観客受け入れ準備からチケット販売、ファウル
ボールの警告など試合運営の全体像を理解し、実
践的な経験を積む。さらに、地元のプロスポーツ
団体との連携を通じて、地域社会との関わり方や
貢献の重要性を学んでいる。

３　教育上の能力に関する大学等の評価



2021年10月

2022年4月

2022年9月

2024年3月

年月日

1997年3月31日

1997年3月31日

1997年3月31日

2002年11月1日

2004年3月1日

2004年3月1日

2004年3月15日

2016年11月11日

2016年7月31日午前

2016年7月31日午後

2016年8月2日午前

2016年8月2日午後

2016年8月3日午前

2016年8月3日午後

2016年8月4日午前

2016年8月4日午後

2016年8月6日

2016年8月20日

2017年7月23日午前

2017年7月23日午後

2017年7月26日午前

2017年7月26日午後

2017年7月27日午前

2017年7月27日午後

2017年7月29日午前

『VIEW next』高校版 2022年度 4月号（ベネッ
セ）に教科横断型授業に関する取材記事が掲載

16. 神田外語主催英語教育公開講座（静岡） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

17. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

13. 神田外語主催英語教育公開講座（横浜） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

14. 神田外語主催英語教育公開講座（横浜） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

15. 神田外語主催英語教育公開講座（静岡） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

10. 英語教育・達人セミナー（東京） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

11. 神田外語主催英語教育公開講座（千葉） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

12. 神田外語主催英語教育公開講座（千葉） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

6. 神田外語主催英語教育公開講座（大宮）

7. 神田外語主催英語教育公開講座（横浜） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

8. 神田外語主催英語教育公開講座（横浜） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

3. 神田外語主催英語教育公開講座（静岡） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

4. 神田外語主催英語教育公開講座（静岡） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

5. 神田外語主催英語教育公開講座（大宮） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

日本教育新聞に教科横断型授業に関する記事が掲
載 (2022年9月12日付)

朝日出版「CNN Workbook 教材活用ガイド」に授業
方法に関する取材記事が掲載

国際教育ナビに教科横断型授業に関する取材記事
が掲載

1. 神田外語主催英語教育公開講座（東京）

2. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

「４技能を効率よく取り入れたコミュニケーショ
ン英語授業の工夫」

9. ELEC夏期英語教育研修会（東京）

実用英語技能検定（英検）１級合格

「4技能を効率よく取り入れたコミュニケーション
英語Ⅰ・Ⅱの具体的指導例」

３　実務の経験を有する者についての特記事項
（講演実績）

１　資格，免許 中学校教諭一種免許状（社会）

２　特許等

高等学校教諭一種免許状（英語）

中学校教諭一種免許状（英語）

高等学校教諭専修免許状（英語）

中学校教諭専修免許状（英語）

高等学校教諭一種免許状（公民）

高等学校教諭一種免許状（地理歴史）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要



2017年7月29日午後

2017年7月30日午前

2017年7月30日午後

2017年8月4日午前

2017年8月4日午後

2017年9月23日

2017年10月7日

2017年12月9日

2018年2月10日

2018年6月30日

2018年8月10日

2018年9月22日

2018年12月2日

2019年7月27日午前

2019年7月28日午前

2019年7月28日午後

2019年8月7日

2019年8月19日午前

2019年8月19日午後

2019年8月27日

2019年10月11日

2019年12月25日

38.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（愛媛）

「主体的・対話的で深い学びを促す英語授業の実
践例」

「話すこと［やり取り］・［発表］の効果的な実
践例を体験する」

39. ELEC冬期英語教育研修会（東京）

35. 神田外語主催英語教育公開講座（静岡）

36. 神田外語主催英語教育公開講座（静岡）

「主体的・対話的で深い学びを促す英語授業の実
践例」

「主体的・対話的で深い学びを促す英語授業の実
践例」

37. 神田外語主催英語教育公開講座（大宮） 「主体的・対話的で深い学びを促す英語授業の実
践例」

32. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「主体的・対話的で深い学びを促す英語授業の実
践例」

33. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「主体的・対話的で深い学びを促す英語授業の実
践例」

「主体的・対話的で深い学びを促す授業とは」34. 第８回 アクティブラーニングフォーラム
（福島）

28.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（川越）

「電子辞書を用いて英語の発信力を強化する活動
のアイディア」

29.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（和歌山）

「電子辞書を用いて英語の発信力を強化する活動
のアイディア」

「４技能統合型授業の具体的指導例～Retelling,
Presentationから教科横断型授業まで～」

「主体的・対話的で深い学びを促す授業とは」31. 神田外語主催英語教育公開講座（基調講演）

30. 啓林館 教科書活用セミナー（東京）

25.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（長野）

「電子辞書を用いて英語の発信力(話す・書く)を
強化する活動のアイディア」

「４技能統合型授業の具体的指導例～Retelling,
Presentationから教科横断型授業まで～」

26. 長野県外国語研究会

「電子辞書を用いて英語の発信力を強化する活動
のアイディア」

27.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（東京）

22. 神田外語主催英語教育公開講座（大宮） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

23.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（大宮）

「電子辞書を用いて英語の発信力(話す・書く)を
強化する活動のアイディア」

24.カシオ計算機主催 授業に活かす教材活用セミ
ナー（新潟）

「電子辞書を用いて英語の発信力(話す・書く)を
強化する活動のアイディア」

19. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

20. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

21. 神田外語主催英語教育公開講座（大宮） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」

18. 神田外語主催英語教育公開講座（東京） 「コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅲの具体的指導例
～Retelling, PresentationからCLIL型授業, 教科
横断型授業まで～」



2020年9月20日午前

2020年9月20日午後

2020年12月26日

2021年3月30日

2021年9月18日

2021年10月15日

2021年11月24日

2021年12月27日

2022年2月5日

2022年3月5日

2022年7月30日

2022年8月4日

2022年8月20日

2022年10月14日

2022年11月20日

2022年11月26日

2023年3月21日

2023年7月29日

2023年11月10日

2023年11月25日

2024年5月11日

2018年7月

2019年10月

「英語っておもしろい！」生徒の探究心が高まる
教科横断型授業の実施ノウハウ

59. EGGセミナー（千葉） 生徒の「伝えたい！」を引き出す「論理・表現」
の授業実践

新学習指導要領に基づいた３つの指導実践例

58.「新しい学びの創造事業～『主体的・対話的
で深い学び』教員スキルアップ事業」（鳥取県立
米子西高等学校）

「主体的・対話的で深い学び」の授業 研究協議会

「教科横断的な視点に立った新たな授業実践
～生徒の学び・気づきを体験する～」

52. ELEC夏期英語教育研修会（東京）

53.「新しい学びの創造事業～『主体的・対話的
で深い学び』教員スキルアップ事業」（鳥取県立
米子西高等学校）

「主体的・対話的で深い学び」の授業 研究協議会

生徒の「伝えたい！」を引き出す「論理・表現」
の授業実践

「教科横断的な視点に立った新たな授業実践
～生徒の学び・気づきを体験する～」

51. 東進 第9回 夏の教育セミナー（収録）

50. 神田外語主催英語教育公開講座（オンライ
ン）

「英語ニュースと教科横断で学びを深める具体的
な授業実践方法」

54. 桐原書店『FACT Book論理・表現Ⅰ』教科書
授業実践例紹介（ウェビナー）

生徒の「伝えたい！」を引き出す「論理・表現」
の授業実践

57. 神田外語主催英語教育公開講座（オンライ
ン）

56. 関東甲信越英語教育学会（オンライン）

45.「新しい学びの創造事業～『主体的・対話的
で深い学び』教員スキルアップ事業」（鳥取県立
米子西高等学校）

「主体的・対話的で深い学び」の授業 研究協議会

46. ラーンズ（オンライン座談会） 「高校指導の『今』と『未来』を考える会」

「教科横断的な視点に立った新たな授業実践
～生徒の学び・気づきを体験する～」

55. EGGセミナー（千葉）

「ニュース英語を使ったクロスカリキュラム実践
発表Part１from北関東」

48. 朝日出版（CNN教材活用セミナー）

「ニュース英語を使ったクロスカリキュラム実践
発表Part2 from北関東」

49. 朝日出版（CNN教材活用セミナー）

47. ELEC冬期英語教育研修会（オンライン） 「内容を深化し、話すこと（やり取り）を通じて
生徒が活き活きと活動できる具体的な授業実践方
法」

41. 神田外語主催英語教育公開講座（オンライ
ン）

「CLILと教科横断型授業への取り組み方」

「統合的な言語活動とPost-reading時の題材の深
め方」

42. ELEC冬期英語教育研修会（オンライン）

CLILと教科横断型授業 ― 実践のアイデアと生徒
が活き活きと活動できる指導法

43. ELEC春期英語教育研修会（オンライン）

端末導入前に確認したい英語4技能授業の基礎・基
本

44. 神田外語主催英語教育公開講座（オンライ
ン）

「CLILと教科横断型授業への取り組み方」40. 神田外語主催英語教育公開講座（オンライ
ン）

「第８回アクティブラーニングフォーラムin福
島」（講演）（Find!アクティブラーナー）

「教科横断型授業：英語×生物～つながることの
UMAMI～」（Find!アクティブラーナー）

４　その他（授業動画・講演動画）

60. 国際教育ナビ×アルク（ウェビナー）



2020年6月

2020年6月

2022年9月

2023年5月

2023年9月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（専門誌）
単著 2019年5月

単著 2020年8月 大修館書店

単著 2020年10月 大修館書店

単著 2020年12月 大修館書店

単著 2021年10月 大修館書店

（学術論文）

高等学校の英語授業における年次ごとのプレゼ
ンテーションを通じた生徒の英語力向上と主体
的な学びの促進に焦点を当てている。テーマは
日本文化や世界の問題に関連し、周到な準備と
双方向の取り組みを組み合わせ、生徒の人前で
話す度胸や準備力、主体性の向上を図る効果が
期待できる。

5.『英語教育10月号』「教
科横断的な視点に立った言
語能力を育成する英語連携
授業」

1.『英語教育6月号』「主体
的で深い学びを促す英語プ
レゼンテーション授業」

「第８回アクティブラーニングフォーラムin福
島」（講演）（Find!アクティブラーナー）

2.『英語教育8月号』「緊急
事態宣言下で英語授業はど
のようにおこなわれたか」

大修館書店

Google Workspaceを「どのタイミングで」「どの
ように」使うか ～授業の効果性を高める３つの活
用事例［英語］（Find!アクティブラーナー）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「教科横断型授業：英語×日本史～紙幣で学ぶ日
本の歴史と英語の仮定法」（Find!アクティブラー
ナー）

『VIEW next』高校版　2022年度 4月号【誌面連
動】「他教科の学習内容を英語で学ぶ授業で、生
徒の思考を深め、複眼的な視野を養う」（ベネッ
セ）

「教科横断型授業：英語×数学～"set"で深める集
合・部分集合～」（Find!アクティブラーナー）

「教科横断型授業：英語×物理～"speed"と
"velocity"の理解への「加速」」（Find!アクティ
ブラーナー）

緊急事態宣言下での試行錯誤を通じたオンライ
ン授業の構築に焦点を当てている。初期対応で
はWEB学習サービスを利用し、その後オンライン
授業への切り替えを模索。主に「リアルタイム
型」「オンデマンド型」「課題付き動画配信
型」の3種類のオンライン授業形態を導入。授業
動画やGoogle Meetを活用して、双方向性を保ち
ながら効果的な学びを提供している。音読テス
トやプレゼンテーションなど、オンラインなら
ではの新たな取り組みも挙げられている。

3.『英語教育 10月号別冊』
「双方向のやり取りを活か
した高校でのオンライン授
業」

オンライン授業・動画配信において、限られた
時間で有益な学びを提供する効果的な方法につ
いて言及している。対面式授業とは異なり、効
率的な板書の代替手段や画像の充実など、オン
ラインならではのメリットを生かした授業を提
案している。

4.『英語教育1月号』「教室
での「マシュマロチャレン
ジ」を通して得た学びと今

後の教育のあり方」

「マシュマロチャレンジ」と呼ばれる活動を通
じて、チームワークやコミュニケーション能力
について述べている。実施された２時間の授業
では、教科書の読解やTEDトークの視聴を通じて
活動を深く理解し、学習者が体験と知識を結び
つけることで、深い学びを得た。

新学習指導要領の視点に基づき、物理×英
語および数学×英語の教科横断的な授業実
践例を提案している。物理×英語では、速
さと速度の違いを通じて加速という概念を
理解させ、日常言語と物理学的な背景を関
連付けることで言語能力を向上させる取り
組みを紹介。数学×英語では、数学の集合
概念を通じて英語表現を学ぶことで、異な
る学問領域の共通点を発見し、高次の認知
能力を育むことを強調している。



単著 2005年2月

（その他）
1.「セマンティック・マッ
ピングと音読重視の授業」

単著 2006年1月

単著 2017年9月

3.「『ELEMENTⅠ』を用いた
生物✕英語の教科横断型授

単著 2018年4月 啓林館ホームページ
授業実践記録

4.「英語の仮定法と古文の
反実仮想による教科横断授

単著 2018年9月

5.「ELEMENTⅠを用いたCLIL
型授業（世界史✕英語）」

単著 2019年4月 啓林館ホームページ
授業実践記録

6.「主体的・対話的で深い
学びを促す模擬国連を取り

単著 2019年9月

7.「家庭科×生物×英語の
教科横断型授業」

単著 2020年4月 啓林館ホームページ
授業実践記録

8. 教員が研修で学ぶ意義 単著 2020年5月 一般財団法人英語教育協議会
ELEC

高等学校の英語授業において、ユーグレナ（ミ
ドリムシ）を取り上げた授業を行った。生徒は
ユーグレナクッキーを試食し、英語で感想を述
べた後、家庭科と生物の観点から英語で学び、
photosynthesisなどの英単語を説明。Reading活
動後、ユーグレナを使った商品を英語で描写す
るSpeaking活動を行い、生徒の発話から深い学
びが見られた。授業を通じて、内容と言語を同
時に学ぶことが生徒の動機付けや理解を促進す
ることが再確認された。

英文テキストから内容をキーワードでマッピす
る｢セマンティツク･マッピング｣とチャンクごと
の関係やつながりを意識した｢フレーズ･リー
ディング｣ を用いて文の統語構造の理解を促進
させる指導実践を論じている。

一般社団法人埼玉県私立中学高
等学校協会
『平成17年度 紀要』

教師は、専門知識や指導技術だけでなく、生徒
とのコミュニケーション能力や豊かな人間性も
必要である。研修を受けることは、自身の指導
技術の向上や教育理念の確立に役立つだけでな
く、他の教師からのフィードバックを通じて成
長することができる。研修を通じて、教師は自
身の授業に置き換えて考え、持続的な学びを実
践する必要がある。最終的には、研修を通じて
育った教師が、自らの成長を示すことで生徒を
育てることが重要であると述べている。

生物学と英語を横断しながら、メンデルの遺伝
法則やダーウィンの進化論を英語で学ぶ授業に
焦点を当てている。教科横断的なアプローチで
生物学と言語学を統合し、生徒のより深い理解
を促進することに成功した。

2. 「入試問題を用いた教科
横断授業（生物✕英語）」

法政大学大学院人文科学研究科
修士論文

数研出版
『CHART NETWORK 86号』

古文と英語を組み合わせた授業を通じて、言語
学習を機械的な暗記から理論的な理解へと促進
すると指摘している。英語の「仮定法」と古典
の「反実仮想」を比較し、言語構造の共通点・
相違点をグループで対話。生徒に言語の普遍的
な感情理解まで広げることを目指し、効果的な
教科横断型アプローチを行った。

近年注目を浴びる「内容言語統合学習法」
（CLIL）に焦点を当てている。高校1年生を対象
に、南アフリカの歴史と英語を統合した協働授
業を実施した。教科内容と英語を同時に学び、
学習者が深い理解へ導かれる方法を提案してい
る。南アフリカの歴史的な国旗の変遷やアパル
トヘイト制度に関する知識を、英語で学ぶこと
で学習者の英語スキル向上と歴史理解の促進を
図った。授業後の生徒の振り返りから、学習の
広がりや深まりが確認された。

数研出版
『CHART NETWORK 83号』

An Empirical Study of
Syntactic Complexity and
Sentence Processing in
Japanese EFL Learners

心理言語学におけるガーデンパス文の再分析処
理について日本人学習者を被験者として検証し
た。その結果、統語的に複雑な文構造を持つ文
の再分析処理は、談話情報の影響は受けず、統
語そのものの理解が大切であることが検証され
た。このことから、実際の教育現場では、複雑
な構造を持つ文処理の指導は、文脈を手がかり
とする指導よりも統語そのものの指導が重要で
あることが示唆された。

数研出版
『CHART NETWORK 89号』

2020年度の入試改革に伴い、大学入試は「思考
力・判断力・表現力」を重視する方向へ変化。
本論文では、模擬国連を授業に導入し、「異文
化理解」の授業を基盤に、学力の３要素を育む
方法を提案。具体的には、異文化間コミュニ
ケーションの活動を通じて価値観や意見を構築
し、会議準備を経て思考・判断・表現力を養
う。模擬国連の取り組みは、「学力の３要素」
を含んだ有効な教育活動として注目される。

言語をコミュニケーションと学習のツールと位
置づけ、教科横断型の英語授業を生物学と結び
つけて実践した。協働授業では、専門知識を英
語で説明し合うことで深い学びを促進する。生
物学の知識を１学期の日本語授業から引用し、
２学期の英語授業で応用。教科の枠を超えて学
ぶことで、生徒にとって知識が「つながる」瞬
間を生み出し、主体的・対話的な深い学びを実
現した。



単著 2020年8月

単著 2020年11月

単著 2020年11月

単著 2020年12月

単著 2021年4月

14.「授業アンケートに基づ
く授業改善の一考察」

単著 2021年5月

15.「集合(set)の考え方を
用いた数学×英語の教科横

単著 2021年8月

数研出版
『CHART NETWORK 94号』

授業アンケートでは、授業の実態と生徒の望み
の乖離を知ることが大切である。アンケート結
果の分析は意欲・理解・関心が重要であり、パ
ワーポイント授業やタイミング改善など５つの
方法が示される。特に、生徒との信頼関係構築
が重視され、声がけや呼び方に配慮することが
指摘される。授業アンケートは教師の成長の機
会でもあり、生徒との信頼関係を築きながら授
業の質を向上させる重要な手段とされる。

啓林館ホームページ
授業実践記録

新学習指導要領の理念を踏まえ、教育課程全体
を通した教科横断的な取り組みが生徒の多面
的・多角的な捉え方を育む重要性を強調してい
る。具体的には、数学と英語を教科横断的に結
びつけた授業実践例を提示している。この授業
では、部分集合と後置修飾の構造を比較し、生
徒に数学の記号と英語の表現における共通点を
発見させる手法が取られた。

12.「教室での「マシュマロ
チャレンジ」を通して得た
学びと今後の教育のあり
方」

啓林館ホームページ
授業実践記録

高校１年の「マシュマロチャレンジ」を通じ
て、チームワークやコミュニケーション能力を
養う活動を実施し、生徒の深い学びを促進し
た。授業は教科書読解と実際の活動、TED talk
視聴と振り返りで構成され、生徒は対話的なリ
アルな体験を通じて深い理解を得た。これを通
じて、学校でしか得られない対話的な学びの価
値を強調し、オンラインとのバランスを検討す
る必要性を提案した。

13.「物理×英語のCLIL・教
科横断型授業」

啓林館ホームページ
授業実践記録

新学習指導要領に基づき、「教育課程全体を通
した取組」を促進するために、物理と英語の
CLIL・教科横断型授業を提案している。具体的
には、speedとvelocityの違いやaccelerationの
関係を取り上げ、生徒に教科横断的な視点で物
事を捉える力を養う。授業では導入からペア
ワーク活動、動画視聴、発音練習まで英語で行
い、生徒は専門教科と英語を組み合わせた学習
を体験。生徒の振り返りから、教科横断的な視
点が英語学習に動機づけとなり、深い理解が得
られたことが示唆された。

10.「『MY WAY English
Communication Ⅱ New
Edition』－「思考力・判断
力・表現力」を促す具体的
指導例」

三省堂ホームページ
授業レポートプラス

新学習指導要領において「知識および技能」
「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう
力，人間性等」の三つの柱が強調され、特に英
語の「話すこと」において主体的・対話的で深
い学びが求められている。しかし、知識と技能
を「思考力，判断力，表現力等」に結びつける
方法に課題があり、本稿では『MY WAY English
Communication Ⅱ New Edition』を使用した指
導例を提示する。具体的な活動として、ピクト
グラムを用いたCLILを取り入れた活動やSDGsに
絡めた環境問題の取り組みを挙げ、生徒の思考
力や判断力、表現力を引き出す手法を提案す
る。これにより、新指導要領が目指す資質・能
力の向上を促進し、英語教育においてリアルな
社会への結びつきを強調する。

11.「思考力・判断力・表現
力を促すWriting指導の工
夫」

数研出版
『CHART NETWORK 93号』

次期学習指導要領では、英語の「話すこと」に
おいて「話すこと［やり取り］」と「話すこと
［発表］」が重要視されている。『Write to
the Point』を使用した英作文授業では、
Exercise AとBを組み合わせた構成で生徒が自己
学習し、授業では誤文訂正や和文英訳の解説を
行い、さらに発展的なWriting活動を導入。グ
ループでのエッセイライティングでは、生徒が
テーマを選びながら主体的に深い学びを得る。
新指導要領に則り、コミュニケーション力向上
を促進した。

9.「SDGsを取り入れた英語
プレゼンテーションの授
業」

数研出版
『CHART NETWORK 91号』

高等学校の英語授業において、英文の内容を理
解し深めるための英語プレゼンテーションの実
践例を報告している。生徒はSDGsに焦点を当
て、関連したプロジェクト型学習を通じてリア
ルな社会と結びつけて深い学びを経験し、学習
意欲の向上と社会的な変革に対応する力を育ん
でいる。

教師は、専門知識や指導技術だけでなく、生徒
とのコミュニケーション能力や豊かな人間性も
必要である。研修を受けることは、自身の指導
技術の向上や教育理念の確立に役立つだけでな
く、他の教師からのフィードバックを通じて成
長することができる。研修を通じて、教師は自
身の授業に置き換えて考え、持続的な学びを実
践する必要がある。最終的には、研修を通じて
育った教師が、自らの成長を示すことで生徒を
育てることが重要であると述べている。



単著 2021年11月

単著 2021年12月

18.「「総合的な探究の時
間」で英語教師としてでき

単著 2022年2月

単著 2022年3月

20. 「仮定法の運用に焦点
を当てた日本史×英語の教

単著 2022年4月

21.「新年度の授業開きで大
切にしたい５つの視点」

単著 2022年4月

単著 2022年5月

23.「教育実習生の指導を通
しての学び」

単著 2022年6月

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.2

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.3

啓林館ホームページ
授業実践記録

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.6

教育実習に焦点を当て、指導教諭の役割を論じ
ている。実習生への楽しさの伝達と、異なるア
ングルから生徒を見ることの重要性に触れ、指
導教諭は授業のコピーではなく、実習生が理想
とする授業を自ら考える支援が必要であると指
摘している。教育実習を通じて、指導教諭と実
習生が共に成長する姿勢が重要であると述べて
いる。

新学習指導要領において、教科横断的な資質・
能力の育成が強調される中、本論文では、日本
史の背景知識を英語の仮定法に結びつけた教科
横断型授業モデルを提案している。授業では、
４技能を統合した言語活動や日本史の背景知識
クイズを通じて、生徒に英語の仮定法を活用さ
せ、新紙幣の歴史的人物に関するディスカッ
ションを促進した。生徒が主体的・対話的に学
び、異なる教科の教員同士が協力する教科横断
型の授業効果を報告している。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.4

学校現場で奮闘する先生方に向け、新学期の授
業開きの重要性と成功のための5つの視点を提案
している。先生方が生徒を引きつけ、信頼関係
を築くための方法として、①先生の自己紹介、
②教師と生徒・生徒同士の関係性構築、③英語
力向上の授業方法説明、④明確な評価規準提
示、⑤ロールモデル提示が挙げられる。これら
の視点をもとに、実際の授業展開例が提供さ
れ、生徒の視線を集める工夫が説明されてい
る。授業開きが成功すれば、生徒との信頼関係
が築かれ、その後の授業展開にポジティブな影
響があると論じている。

22.「効率の良い授業準備と
授業の「型」のつくりか
た」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.5

教師の多忙な校務においても、効率的かつ質の
高い授業を提供するための３つの手順（①教材
理解、②教材研究、③パワーポイント・プリン
トの準備）を提案している。また、授業の
「型」を持ち、第二言語習得理論を踏まえた授
業構成が重要であると指摘している。明示的解
説は最小限に抑え、生徒とのインタラクション
を重視し、授業中のポイント選定と絞り込みに
注意を促すことが重要である。

17.「鳥取県「新しい学びの
創造事業『主体的・対話的
で深い学び』教員スキル
アップ事業」の実践報告」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.1

2021年に鳥取県立米子西高校で行われた「主体
的・対話的で深い学び」の示範授業を報告して
いる。授業の難しさとやりがい、３つのポイン
ト、授業の題材とねらい、ハイライトを明らか
にした。授業では、教科横断的な視点やアウト
プット活動を通じて生徒の言語能力を育成し
た。

高校の「総合的な探究の時間」における英語教
師の実践事例を報告している。教師は専門外の
領域を指導する際、生徒に寄り添いながら探究
を楽しむ姿勢が重要である。探究活動は3年間の
流れで展開され、問いの設定から調査・分析・
考察までを体系的に行った。生徒の学び変化を
通じて、探究活動における教師の役割や生徒の
成長について考察した。

19.「「論理・表現」の授業
で大切にしたい３つのこ
と」

学習指導要領の改訂により、高校の英語表現科
は「論理・表現」に変わり、英語のアウトプッ
ト強化が目標となる。教師は文法指導から脱却
し、(1)具体的な場面での指導、(2)相手への論
理的伝達、(3)発信のための文法力の育成が必
要。教材では、Model Dialogueを通じて具体的
な場面を提示し、学習者が自ら表現力を養うス
キルを身につける。授業の進め方に工夫が求め
られる。

新学習指導要領の理念を踏まえ、教育課程全体
を通した教科横断的な取り組みが生徒の多面
的・多角的な捉え方を育む重要性を強調してい
る。具体的には、数学と英語を教科横断的に結
びつけた授業実践例を提示している。この授業
では、部分集合と後置修飾の構造を比較し、生
徒に数学の記号と英語の表現における共通点を
発見させる手法が取られた。

16.「言語習得の3要素を促
す教科横断型授業の実践～
主体的・対話的で深い学び
の実現のために～」

数研出版
『CHART NETWORK 96号』

新学習指導要領の理念を踏まえ、教科横断的な
視点に焦点を当て、物理×英語および数学×英
語の授業実践例を紹介する。具体的な例とし
て、速さと速度、加速といった物理の概念や集
合という数学の概念を英語と結びつけ、生徒に
多面的・多角的な視点で物事を捉える力を育む
アプローチが示されている。教科横断的な視点
を持つことで、生徒が深い理解と興味を持ち、
言語学習においても高次の認知能力を育む可能
性が示唆されている。



24.「英語教師のための授業
改善の具体的方法」

単著 2022年7月

25.「教師自身の英語力の高
め方」

単著 2022年8月

単著 2022年9月

単著 2022年9月

単著 2022年11月

単著 2022年12月

単著 2023年1月

Google Workspaceを基に、端末を使った４つの
授業実践例を提案している。具体的なICT活用と
して、①Jamboardを用いた思考整理、②Google
Sheetsでの一斉英作文、③Google Documentの音
声入力による音読練習、④Google翻訳を活用し
たライティングを紹介している。

29.「高校教師が中学英語の
指導を通して気づいたこ
と」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.11

2021年度から新学習指導要領が中学校で導入さ
れ、その変化に対する高校教員の意識について
検証した。筆者は中高一貫校の教員として、中
学３年生の授業を担当し、具体的な事例を通じ
て新指導要領の影響を考察した。英語教育で
は、語彙増加や高校レベルの文法追加が顕著で
あり、特に関係代名詞の指導では教科書のアプ
ローチの変化に戸惑いを感じた。また、思考
力・判断力・表現力を育むための工夫やSDGsの
導入による人間性教育の重要性も指摘した。具
体的な教材例を通じて、指導上の課題や生徒へ
のアプローチについて提案した。

30.「入試問題を用いた生物
×英語の教科横断型授業―
ジグソー法を用いた受験期
のリーディング指導―」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.12

新学習指導要領に基づく高校外国語の学習評価
に焦点を当て、高校3年生の受験期におけるリー
ディング指導を報告している。指導では、ジグ
ソー法を用いた「読むこと」の指導で、4つの動
物テーマの英文をグループごとに分担し、主体
的な学びを促進した。また、生徒が自ら質問
し、要約し、意見を述べるスキルを養成した。
異なる教科の教員が協力し、教科横断的なアプ
ローチで深い理解を促進させる１つのモデルを
示している。

28.「ICTを活用し生徒が活
き活きと活動できる英語授
業」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.10

26.「主体的･対話的で深い
学びを促す発問中心の授
業」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.9

生徒の主体的・対話的な学びを促進するには、
Q&Aの発問が重要である。発問は生徒とのコミュ
ニケーションや集団学び、言語使用体験、学習
の定着に寄与し、良い発問はテーマの本質を問
い、生徒に気づきを与え、意外性・多様性があ
る。高校英語の実例も通じ、生徒の深い理解と
自己表現を育む授業づくりが焦点である。

27.「『源氏物語』「桐壺」
を用いた古文×英語の教科
横断型授業」

数研出版
『CHART NETWORK 98号』

新学習指導要領の視点に立ち、言語活動を通じ
た読解力や語彙力の育成を教科横断的に取り入
れる授業を紹介している。『源氏物語』「桐
壺」の原文と英訳を比較し、生徒に資質・能力
を養うことを目指す。具体的な手法として、
Warm-upやSmall Talk、背景知識Quizを英語で行
い、グループワークで原文・英訳の違いを分
析。最後に生徒がオリジナル英訳を作成し共有
する。英語と古典の統合的な学びを通じて、生
徒の文化理解と言語能力向上を促進する。

教育実習に焦点を当て、指導教諭の役割を論じ
ている。実習生への楽しさの伝達と、異なるア
ングルから生徒を見ることの重要性に触れ、指
導教諭は授業のコピーではなく、実習生が理想
とする授業を自ら考える支援が必要であると指
摘している。教育実習を通じて、指導教諭と実
習生が共に成長する姿勢が重要であると述べて
いる。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.7

１学期の終了を迎えるにあたり、先生方が振り
返りと新学期の準備をどのように進めるかに焦
点を当てている。夏休みを活用し、授業改善に
努めるための４つの方法を提案している。その
中で、専門書や専門誌の熟読、教育記事の閲
覧、授業動画の視聴、そして研修会・セミナー
の参加を通じて、先生方が自身の指導スキルを
向上させ、新学期に向けて準備を整えることが
示唆されている。最後に、生徒に良い影響を与
えるためには、教員自身の継続的な「探究活
動」が不可欠であるとのメッセージが述べられ
ている。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.8

英語教師として、文部科学省が提案した「英語
が使える日本人」育成計画に基づき、筆者の英
検１級までの取得の経験を振り返り、英語教師
としての必要な英語力を明示した。具体的な勉
強法も提案している。英語教育者としての成長
に繋がるアプローチを述べている。



単著 2023年 2月 啓林館ホームページ
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32.「共通テスト試作問題の
着眼点と指導への示唆」

単著 2023年2月

単著 2023年3月 三省堂ホームページ

34.「東京大学の入試問題か
ら見る現代社会」

単著 2023年3月

単著 2023年 4月

36.「学習者エンゲージメン
トを高めるには」

単著 2023年5月

単著 2023年5月37.「教科横断による新しい
入試への対応 -早稲田大学
政治経済学部 総合問題への
アプローチ-」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.17

急速な社会変化に伴い、社会で生き抜くための
求められる人材像が変化していることを指摘
し、その中で早稲田大学政治経済学部の総合問
題が先駆的なメッセージを提供している。論文
は2022年度の入試問題に焦点を当て、アドミッ
ションポリシーと入試問題の関連性を明らかに
する。総合問題への高校授業の対応として、英
語、数学、教科横断的なアプローチの重要性が
強調され、学習者が問題に対処するための戦略
や解法が提案されている。特に、英語教師と数
学教師の連携を通じた教科横断的なアプローチ
が学習者の理解を深める効果が示唆されてい
る。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.14

東京大学の入試問題を通じて、現代社会の特徴
を分析している。入試問題から見える２つの特
徴は、「未来予測」と「現代社会との重なり合
い」である。2011年度の英語問題は、新型コロ
ナウイルスやロシアのウクライナ侵攻を的中さ
せ、東大が未来を的確に予測していることが示
唆される。また、2022年度の問題は、食の問題
やジェンダーの多様性を取り上げ、現代社会の
課題を反映している。これらの入試問題は、現
代社会の抱える諸問題を正確に捉え、未来の世
界への洞察を与えている。

35.「導入１年目の「論理･
表現」を指導して見えたこ
と」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.15

2022年度の新学習指導要領で導入された「論
理・表現」の授業を振り返りつつ、自身が提唱
した「論理・表現の授業で大切にしたい３つの
こと」の枠組みに基づき、1年間の指導を検証す
る。具体的なポイントとして、(1) 具体的な場
面での指導、(2) 相手への論理的な伝達、(3)
発信のための文法力の育成が挙げられ、教科書
のTaskやModel Dialogueの活用法についても述
べられている。また、評価においては、定期考
査や学びに向かう力を促進するための工夫が取
り入れられ、パフォーマンス評価にも焦点が当
てられている。指導実践を通じて、生徒が英語
を「使う」ことを支援し、今後の改善点を見据
えた振り返りが行われた。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.16

近年、教育界では「エンゲージメント」が注目
されており、学習者と教師の関係にも重要性が
ある。学習者エンゲージメントは認知的、感情
的、行動的の3つのタイプに分かれ、学習活動に
積極的に参加する状態を指す。エンゲージメン
トの土台として、学習者の成長マインドセッ
ト、教師と生徒の信頼関係、ポジティブな学習
者集団と教室文化が挙げられる。これを促進す
るためには、成功体験の提供や教師と生徒の信
頼関係構築が必要であり、教室内のコミュニ
ケーション活性化も重要である。

31.「ICTを活用した
『Revised ELEMENT Ⅲ』の
授業」

受験期の英語授業においてICTを活用する具体的
な実践例を提案している。ICTの利点として、画
像や動画の使用が挙げられ、それによって単語
学習や文脈理解が向上することが期待される。
また、特定の授業『Revised ELEMENTⅢ』Lesson
7とLesson 4に焦点を当て、それぞれの授業にお
いてどのようにICTを導入し、生徒の英語理解を
深めたかを詳細に解説している。これにより、
ICTが英語学習において生徒の興味や理解を高
め、受験期の授業をより効果的にする手段とな
り得ることを示唆している。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.13

新学習指導要領の影響と共に、令和7年度の共通
テスト試作問題の内容変更に焦点を当ててい
る。問題作成方針の考察から、コミュニケー
ションと統合的な言語活動が重視される傾向が
見受けられる。新科目「英語コミュニケーショ
ン」と「論理・表現」の内容が反映され、リー
ディングやリスニングの設問が多様なコミュニ
ケーション場面を想定したものになっている。
設問と授業の整合性や実践的な指導方法の提案
を通じて、共通テストへの適切な対応が示唆さ
れている。

33.「受験期における『読解
力と表現力を高める SDGs
英語長文』を用いた指導
例」

近年、SDGsは学校教育において重要視され、英
語教科書もその内容に基づく題材を増やしてい
る。本稿では、SDGsを中心に据えた英語長文教
材の指導例を提案している。例えば、Water
CrisisやPalm Oilを取り上げ、導入の追加発問
を通じて世界情勢との結びつきを生徒に理解さ
せ、リーディングスキルの向上を図る。このよ
うなアプローチを通じ、SDGsを通したリーディ
ングおよびライティングスキルの向上を目指し
ている。



単著 2023年6月

単著 2023年7月

40.「新学習指導要領に基づ
いた３つの指導実践例」

単著 2023年8月

41.「非認知能力を育む英語
授業実践例」

単著 2023年9月

42.「理数探究×英語ニュー
ス：興味・関心を喚起す

単著 2023年10月

単著 2023年12月

44.「未来を拓く英語教育:
新学習指導要領に基づく授

単著 2024年1月

単著
2024年3月

一般財団法人英語教育協議会
ELEC

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.21

近年の教育の要請に応じ、理数探究と英語
ニュースを組み合わせた実践的な指導に焦点を
当てている。理数探究は、問題解決や実験を通
じて科学的な探究と数学的思考力を育む科目で
あり、英語ニュースは言語スキル向上と世界の
問題への理解に寄与する。授業では、ジグソー
法を用いて生徒が科学への新たな視点と英語を
学ぶ真の目的を獲得した。

45.「論理・表現」の授業に
おける文法指導の一工夫：
生徒主体のGrammar プレゼ
ンテーションの可能性

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.23 生徒が英語文法をより主体的に学ぶためには、

ペアやグループワークの採用が重要。授業は文
法を特定の文脈で使用し、実際のコミュニケー
ションを重視する必要がある。本稿では、生徒
によるプレゼンテーションを通じて文法理解を
深める方法を提案。具体的な準備段階やプレゼ
ンテーションの実施手順を紹介し、生徒の参加
と理解の深化を促す。生徒の負担を考慮しつ
つ、教師の解説と生徒のプレゼンテーションを
組み合わせることが効果的とされる。

2022年に導入された新学習指導要領の影響につ
いて実際の教育現場での状況を述べている。主
体的・対話的な学びへの転換と評価方法の変化
が顕著であり、指導は言語活動を通じた実践的
コミュニケーション能力の育成に焦点が当てら
れている。教師は学習の質を高めるために探究
的な視点と教科横断的なアプローチを取り入れ
る必要性も説いている。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.20

近年、注目を集める非認知能力は、従来の認知
能力と異なり、積極性や粘り強さなど数値難測
な能力を指す。小塩悦郎(2021)によれば、①誠
実性から⑮エゴ・レジリエンスまで15の要素に
分類され、その特徴や測定方法、教育への影響
が詳述されている。本論文では、これらの要素
を４つのカテゴリーに再編し、具体的な実践例
を紹介している。例えば「マシュマロチャレン
ジを取り入れた授業」や「SDGsを活用した英語
プレゼンテーション」などの事例を通じ、非認
知能力の要素がどのように育成され、生徒の成
長に寄与するかを詳細に論じている。

39.「スピーキング力を磨
く！英検面接指導で得た効
果的な指導のヒント」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.19

英検の面接指導について、実際の英検準２級・
２級の面接指導を通して得たスピーキング指導
のヒントを詳述している。通常の授業の視点と
して、音読、内容理解のQ&A、Story
Retelling、Critical Thinkingなどが挙げら
れ、それぞれの指導ポイントを挙げている。

関東甲信越英語教育学会 新学習指導要領に基づく３つの指導実践例を報
告。①パフォーマンス評価では技能統合を強
調。②教科横断的な視点では古文と英語を結ぶ
授業を紹介。③授業におけるICT活用も取り上げ
られた。

急速な社会変化に伴い、社会で生き抜くための
求められる人材像が変化していることを指摘
し、その中で早稲田大学政治経済学部の総合問
題が先駆的なメッセージを提供している。論文
は2022年度の入試問題に焦点を当て、アドミッ
ションポリシーと入試問題の関連性を明らかに
する。総合問題への高校授業の対応として、英
語、数学、教科横断的なアプローチの重要性が
強調され、学習者が問題に対処するための戦略
や解法が提案されている。特に、英語教師と数
学教師の連携を通じた教科横断的なアプローチ
が学習者の理解を深める効果が示唆されてい
る。

38.「ChatGPTと英語教育の
未来―AIがもたらす驚きの
効果と学びの変革―」

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.18

AIの進化が特に注目される中、ChatGPTが先進的
な言語モデルとして英語教育に与える影響に焦
点を当てている。ChatGPTは自然言語処理の学習
モデルであり、リーディング、ライティング、
スピーキング、リスニングなどの英語スキル向
上に新たな可能性をもたらす。ChatGPTを活用す
ることで、４技能の統合が促進され、生徒の学
習体験が向上することが期待される。

東京書籍Eネット
英語実践事例シリーズ No.22

43.新しい学習指導要領に基
づく論理・表現の文法指導

新学習指導要領に基づく「論理・表現」の授業
では、話すことと書くことを重視し、文法指導
とアウトプットのバランスが求められる。具体
的な実践例として、文脈を活かした目標文提示
と活動後の文法説明が提案される。また、活動
例として、観光地クイズや目的・場面設定に基
づく対話活動が示され、生徒の積極的な参加と
学習効果が強調される。



単著 2024年5月 ピンポンディベートは、生徒を賛成と反対の２
つのチームに分け、交互に議論を行う形式の
ディベートであり、迅速な議論を通じて生徒に
多くの経験を積ませる。授業では、関連性のあ
るトピックを選び、立場を決めた後、４技能を
向上させるための活動として行われる。具体的
な授業の流れは、説明・準備、グループ内での
ディベート、クラス全体でのディベート、そし
て振り返りの段階から成る。このアプローチは
生徒の積極的な参加と英語スキルの向上に貢献
し、非認知能力も育む効果がある。

生徒が英語文法をより主体的に学ぶためには、
ペアやグループワークの採用が重要。授業は文
法を特定の文脈で使用し、実際のコミュニケー
ションを重視する必要がある。本稿では、生徒
によるプレゼンテーションを通じて文法理解を
深める方法を提案。具体的な準備段階やプレゼ
ンテーションの実施手順を紹介し、生徒の参加
と理解の深化を促す。生徒の負担を考慮しつ
つ、教師の解説と生徒のプレゼンテーションを
組み合わせることが効果的とされる。

東京書籍Eネット
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46.ピンポンディベートのス
スメ：英語による発信力強
化のための効果的手法


